
西条にて

西条市に来て早２年がたちました。

　日本に来る前、僕には二つの不安がありました。一

つ目の不安は、自分が日系アメリカ人だということで

す。もっといえば、日本人に見えるのに日本語がうま

く話せないという事実です。しかし西条市で生活して

いくうちに、その恥・恐れの根源は、「変に思われた

くない」という嫌なプライドだと気付かされました。

今ではそのプライドは打ち砕かれ、自分の存在意義は

周りの人がどう思うのかによって決められるのではな

く、自分自身がどう思うのかでもなく、僕に命を与え

てくださった生きる神がどう思うのかが最も重要だ

と再確認しました。

　二つ目の不安は、西条市でクリスチャンとしての信

仰生活をどうやって送るかということでした。ありが

たいことに、西条駅の近くにある西条聖書教会とのつ

世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

セイチ・カミムラ

№122

ながりができました。キリスト教の信者が少ない日本

で、クリスチャンとしての歩みの大変さを感じさせら

れましたが、自分と育った環境や文化が違っていても

人間の根本的な問題とその解決は変わらないという確

信が深まりました。

　「帰国して寂しく思うのは何？」。先日、大阪に住

んでいるオーストラリア人の友人に聞かれました。僕

は「子どもたちとお別れすることだ」と答えました。

僕に話しかけてくれた生徒たち、お世話になった先生

方、ELISのメンバー、ほかのALT、教会や地域の方々

には感謝の気持ちでいっぱいです。非常に恵まれたこ

の２年間、ありがとうございました。

ＡＬＴ（外国語指導助手）
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